
          

            

      

集

会

の

冒

頭

、

今

野

徹

議

長

が

あ

い

さ

つ

「

賃

上

げ

を

社

会

全

体

の

も

の

に

す

る

た

め

に

、

社

会

全

体

を

豊

か

に

す

る

こ

と

が

春

季

生

活

闘

争

の

役

割

で

あ

る

こ

と

と

厳

冬

期

に

実

施

さ

れ

た

衆

議

院

選 

         

 

    

                

  

挙

の

結

果

を

踏

ま

え

た

、

諦

め

な

い

姿

勢

、

政

策

制

度

実

現

の

た

め

の

方

向

付

け

を

再

認

識

し

な

が

ら

釜

石

・

遠

野

地

協

は

連

合

岩

手

と

と

も

に

闘

い

を

展

開

す

る

」

と

決

意 

を

述

べ

ま

し

た

。 

             

   

加

。

八

幡

会

長

が

「

働

く

こ

と

を

軸

と

す

る

安

心

社

会

の

実

現

に

向

け

運

動

を

強

化

す 

   

次

に

釜

石

・

遠

野

地

協

の

菊

池

事

務

局

長

か

ら

「

昨

年

の

闘

争

方

針

に

基

づ

く

２

０

２

５

政

策

制

度

要

請

」

に

係

る

釜

石

市

・

遠

野

市

・

大

槌

町

と

の

意

見

交

換

に

つ

い

て

の

状

況

報

告

を

行

い

ま

し

た

。 

引

き

続

い

て

連

合

岩

手

の

村

上

オ

ル

ガ

ナ

イ

ザ

ー

か

ら

２

月

６

日

開

催

の

「

第

４

９

回

地

方

委

員

会

」

で

確

認

さ

れ

た

「

連

合

岩

手

２

０

２

６

春

季

生

活

闘

争

方

針

」

に

つ

い

て

説

明

が

あ

り

、

今

年

度

の

当

地

域

の

闘

争

が

ス

タ

ー

ト

し

ま

し

た

。 

             

 
 

      

  

そ

の

後

、

推

薦

議

員

か

ら 

活

動

報

告

を

い

た

だ

き

、

三

浦

一

泰

釜

石

市

議

か

ら

は

釜

石

を

元

気

に

す

る

取

り

組

み

や

組

合

の

意

義

、

働

き

方

を

改

革

す

る

必

要

性

、「

人

口

減

少

・

少

子

高

齢

化

」

に

対

す

る

政

策

の

実

効

性

に

つ

い

て

の

報

告

が

あ

り

ま

し

た

。 

構

成

組

織

か

ら

の

課

題

共

有

と

し

て

日

鉄

釜

石

労

組

、

岩

教

組

南

リ

ア

ス

支

部

、

J

P
労

組

岩

手

南

リ

ア

ス

支

部

、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

              
 

 
 

 

 

高

教

組

釜

石

支

部

か

ら

報

告

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

日

鉄

労

組

の

畠

山

さ

ん

か

ら

は

、

春

闘

の

要

求

状

況

や

組

織

強

化

の

あ

り

方

に

つ

い

て

報

告

が

あ

り

ま

し

た

。

岩

教

組

の

小

國

博

文

さ

ん

か

ら

は

、

社

会

問

題

化

す

る

教

職

員

の

過

重

労

働

に

つ

い

て

、

担

任

手

当

等

、

疑

問

の

多

い

政

策

が

進

ん

で

い

る

こ

と

や

職

場

の

現

状

に

つ

い

て

報

告

が

あ

り

ま

し

た

。

J

P
労

組

南

リ

ア

ス

支

部

の

内

澤

隆

二

さ

ん

か

ら

は

、

春

闘

に

お

け

る

取

り

組

み

状

況

や

震

災

を

忘

れ

な

い

組

織

内

継

承

活

動

の

重

要

性

の

報

告

が

、

高

教

組

釜

石

支

部

の

山

田

英

之

さ

ん

か

ら

は

、

遠

距

離

通

勤

の

状

況

や

教

職

員

数

不

足

が

高

校

現

場

に

も

あ

り

、

少

子

化

に

伴

う

高

校

再

編

計

画

は

、

地

域

の

教

育

を

考

え

る

大

き

な

課

題

と

の

発

言

が

あ

り

ま

し

た

。 

             

 

 

連 合 岩 手 釜 石 ・ 遠 野 地 域 協 議 会  

ＮＥＷ Ｓ  Ｌ ＥＴ ＴＥＲ   

第６ 0 号   

発行人  今野  徹  

編集人  菊池利行  

２ ０ ２ 6 年 3 月 2 5 日  Ｎ Ｌ  

釜
石
・
遠
野
地
協
「
２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争 

地
域
討
論
集
会
」
を
開
催 

釜
石
市
議
の
活
動
報
告
も
実
施

! ! 

 

 

 

 

 

釜

石
・
遠

野

地

協

は

２

月
２

４

日
（

火

）
１

８
時

３

０

分

か
ら

釜

石

市
「
Ｐ

Ｉ

Ｔ

多

目

的

集

会
室

」
で
「

２

０

２

６

春
季

生

活

闘

争
地

域

討
論

集

会

」

を
開

催

し
ま

し

た

。

集

会

に

は

約

４

０

名

が

参

加

、
「

２

０

２

６

春

季

生

活

闘

争

方
針

」「

推

薦
議

員

団

の

活

動

報

告
」「

２
０

２

６

政

策

制

度
要

請

の

結

果
」
な

ど

を

確

認

、
闘
う

決

意
を

固

め

あ

い

ま
し

た

。 

 

釜 石 ・ 遠 野 地 域 協 議 会 今 野 徹 議 長 か ら 挨 拶  

三 浦 一 泰 市 議 は 「 釜 石 を 元 気 に ！ 」 と 訴 え  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 会 の 言 葉 /母 良 田 副 議 長  閉 会 の 言 葉 /倉 本 幹 事  

村 上 貴 亮 連 合 岩 手 オ ル ガ ナ イ ザ ー か ら 挨 拶  

役 員 一 同 で ,ガ ン バ ロ ウ  



                

                      

 

    

釜

石

・

遠

野

地

協

は

、

２

月

１

８

日

に

推

薦

議

員

で

あ

る

小

松

正

真

・

遠

野

市

議

を 

囲

ん

で

「

小

松

正

真

市

議

と 

の

意

見

交

換

・

報

告

会

」

を 
遠

野

教

育

児

童

会

館

に

て

平

和

環

境

遠

野

地

区

労

セ

ン

タ

ー

と

共

催

で

開

催

し

ま

し

た

。 

「

意

見

交

換

・

報

告

会

」

に

は

１

１

名

が

参

加

。

小

松

市

議

か

ら

は

昨

年

の

６

月

議

会

以

降

の

活

動

報

告

を

い

た

だ

き

、

参

加

単

組

か

ら

は

職

場

実

態

や

課

題

な

ど

の

報

告 

が

あ

り

ま

し

た

。

ま

た

雇

用

形

態

間

格

差

是

は

有

期

・

短 
 

                 

     

期

時

間

・

契

約

等

で

働

く

労

働

者

の

待

遇

改

善

と

し

て

企

業

内

最

低

賃

金

の

協

定

締

結

を

め

ざ

し

、

時

給

１

０

８

３

円

以

上

、
賃

上

げ

率

７

．
１%

 

を

要

求

目

安

と

し

意

見

交

換

し

ま

し

た

。

保

育

労

の

就

業

既

定

の

見

直

し

案

件

や

岩

教 

組

の

現

場

の

実

態

に

そ

ぐ

わ

な

い

働

き

方

改

革

の

推

進

に

対

す

る

課

題

な

ど

を

共

有

し

ま

し

た

。 

今

回

「

あ

ら

ゆ

る

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

対

策

と

差

別

禁

止

の

取

り

組

み

」「

育

児

や

介

護

と

仕

事

の

両

立

に

向

け

た

環

境 

         

。 

       

。 

            

整

備

」

等

を

闘

争

課

題

と

し

て

位

置

づ

け

ま

す

。 

そ

し

て

、

確

認

さ

れ

た

方

針

を

も

と

に

「

２

０

２

６

春

季

生

活

闘

争

」

を

団

結

し

て

闘

っ

て

い

き

ま

す

。 

ま

た

、

働

く

者

の

労

働

環

境

を

確

実

に

改

善

す

る

と

い

う

視

点

が

今

後

の

活

動

の

必

須

事

項

と

な

り

ま

す

。 

次

回

は

６

月

議

会

前

の

開

催

を

予

定

し

、

さ

ら

に

小

松

市

議

の

活

動

支

援

と

、

市

政

へ

の

意

見

反

映

を

進

め

て

い

き

ま

す

。 

尚

、

当

日

の

集

会

で

は

、

釜

石

・

遠

野

地

域

協

議

会

の

菊

池

事

務

局

長

か

ら

今

季

春

闘

に

お

け

る

連

合

岩

手

の

方

針

や

今

後

の

予

定

の

説

明

が

あ

り

ま

し

た

。

日

銀

「

生

活

意

識

に

関

す

る

ア

ン

ケ

ー

ト

調

査

」
及

び

厚

生

労

働

省
「

賃

上

げ

等

の

実

態

に

関

す

る

調

査

」

に

基

づ

く

と

労

働

組

合 

                

の

有

無

が

賃

金

交

渉

に

大

き

く

影

響

を

及

ぼ

し

、

波

及

効

果

が

大

き

い

こ

と

や

、

春

闘

を

通

し

て

の

組

織

強

化

・

拡

大

の

重

要

性

が

示

さ

れ

ま

し

た

。 民

間

組

合

の

少

な

い

遠

野

地

区

の

組

織

強

化

・

拡

大

を

再

確

認

す

る

絶

好

の

機

会

に

な

り

ま

し

た

。

今

後

も

情

報

を

共

有

し

て

取

り

組

み

方

を

協

議

し

て

い

き

ま

す

。 

   

 

【 賃金要求 20， 4００円以上の考え方 】  

①  2 0 2 5 年 度 連 合 岩 手 賃 金 実 態 調 査 で の 平 均 賃 金 の  

4 . 8 ％ 相 当 分 の 金 額 を 算 出  

2 7 5 , 6 6 4  円  ×  4 . 8 ％  ＝  1 3 , 2 3 1 . 8 8 円  

 ≒  1 3 , 3 0 0  円  以 上  

②  賃 金 カ ー ブ 維 持 分 は 、 2 0 2 5 年 度 連 合 岩 手 賃 金 実 態

調 査 に よ る 全 産 業 男 女 計 の 平 均 賃 金 の 4 0 歳 賃 金 と

2 0 歳 賃 金 の 差 額 を 勤 続 年 数 2 0 年 で 割 り 、 1 歳 あ た り

の 上 昇 額 の 平 均 を 算 出  

2 8 7 , 7 0 0 円 （ 4 0 歳 平 均 値 ） － 2 0 2 , 3 0 0  円 （ 2 0 歳 平 均

値 ） ＝  8 5 , 4 0 0  円  

  8 5 , 4 0 0 円 ÷ 2 0 年 （ 勤 続 年 数 ）  ＝   4 , 2 7 0  円   

③  格 差 是 正 分 は 、 連 合 加 盟 組 合 全 体 平 均 賃 金 と 連

合 岩 手 全 産 業 男 女 計 と の 差 が あ り 全 国 と の 格 差 の

解 消 を 図 る こ と か ら 1  ％  を 設 定 し て 金 額 を 算 出     

(  2 7 5 , 6 6 4 円 )  ×  1 ％  ＝  2 , 7 5 6 , 6 4  円 ≒  2 , 8 0 0 円   

要 求 目 安 ： 20 ,400  円 以 上  （ ① 13 , 300 円  +  

②  4 , 270 円  +  ③  2 , 800  円 ）  

●雇用 形態間 格差 是正取 り組み  

時 給 は 、 「 賃 金 引 上 げ 要 求 め や す 額 相 当 分 の 7 . 4 % 」

と 賃 上 げ ベ ー ス 1 , 1 2 7 円 の 基 づ き 、 時 間 給 要 求 め や す を

 1 , 1 2 7 円 ×7 . 4 % = 8 3 . 3 9 =  84円  

要 求 目 安 ： 84円  以 上  

 

遠
野
市
政
へ
の
意
見
反
映
を
2

/

1
８ 

  

 

 

 

小 松 市 議 に よ る 議 会 報 告  

           

 

倉

本

健

幹

事

の

閉

会

の

こ

と

ば

の

後

、
今

野

議

長

の

団

結

ガ

ン

バ

ロ

ウ

で

、
『

み

ん

な

で

賃

上

げ

、

豊

か

な

社

会

の

構

築

、

組

織

拡

大

・

組

織

強

化

、

選

挙

闘

争

の

勝

利

』
を

ス

ロ

ー

ガ

ン

と

す

る
「

２

０

２

６

春

季

生

活

闘

争

」
を

闘

う

意

思

統

一

を

行

い

、

集

会

を

閉

じ

ま

し

た

。 

  

連合岩手２０２ 6 春季生活闘争方針  

 

 

 

 

2 0 2 6 連 合 白 書 よ り 春 闘 の ポ イ ン ト よ り  

語 り 合 い の 場 ・ 共 有 の 場   

 

今だからこそ団 結 、ガンバロウ !  

賃金アップが常識の社会に ! !  

小 松 議 員 に た く さ ん の 質 疑 が・・。 


